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1．本稿の目的と課題

　学校に対する地域の教育力の導入は、さまざまな形を取る。とりわけ、伝統文化や伝統芸能

の豊かな地域では、それらが積極的に学校教育に取り入れられ、教科の授業、クラブ活動、特

別活動などの一環として、子どもたちの教育活動に生かされてきた。

　一方、これまで伝統文化や伝統芸能の豊かに存在した地域も、そこで伝承に携わる人々が少

なくなるなどの問題も抱え、学校教育との「連携」が必要になってもいる。すなわち、伝統文

化や伝統芸能を次世代に伝えていく人と方途を、学校を頼りに確保しようという場合である。

　本格的に導入された「総合的学習の時間」でも、小学校・中学校ではどのように充実すれば

よいか等の問題を抱えながらも、さまざまな取り組みがなされ、学校によっては地域における

社会教育との連携で、伝統文化や伝統芸能が取り上げられているところもある。

　このような中、われわれは、青少年の学校外活動としての伝統芸能の継承・普及がどのよう

に行われ、地域における伝統文化・伝統芸能を担う人々がどのようにかかわり、どのような意

識を持っているかにっいて、地域社会の側から調べることにした。取り上げたのは、佐渡郡小

木町に伝わる「小木おけさ」と、佐渡郡新穂村の「子ども鬼太鼓」である。さらに、和太鼓の

演奏を主体に、佐渡を拠点に活動する世界的に有名な「鼓童」を取り上げ、比較のために、そ

の人材養成と地域社会とのかかわりを調べた。

　それは、①学校の中に取り込まれているそのような活動がどのように行われているか、②学

校とはやや離れた活動として、すなわち、地域の活動としてどのように行われているか、③い

わば「企業体・事業体」として営まれる活動の中での、知識・技術の継承と普及が、どのよう

に行われているかにっいて、比較するということである。

＊心理教育学科社会教育研究室　＊＊心理教育学科4年
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　なお本稿は、平成14年度の社会教育演習において、学生とともに取材し（平成14年7月26日

～29日）、作成した最終レポートを中心にまとめたものである。また、取材地域の選択にっい

ては、出身が佐渡である学生であることに加え、地域社会に強い関心を持っ学生がいたことか

ら、フィールドとして佐渡を選んだ。

2．佐渡、小木町、新穂村について

（1）佐渡の概要

　よく知られた佐渡島は、『日本の島事典』1）によれば、概要は次のようである。新潟県に属

し、両津市、佐渡郡相川町、佐和田町、金井町、新穂村、畑野町、真野町、小木町、羽茂町、

赤泊村の1市7町2村から成り立っている。面積は853．79k㎡で、日本海最大の島である。人口

は78，061人である。また、佐渡は古代から一国として幕末に及んだが、古くから遠流の地でも

あった。日蓮（1271）や世阿弥（1434）がその例である。文禄年間（1532～55）には相川の金

山・銀山の開発が盛んになり、日本一の金銀鉱山として繁栄した。しかし鉱山は荒廃をきたし、

幕末には閉山に追いやられた。そして、小木は、河村瑞賢が築きあげた北海道・東北と関西を

結ぶ西回り航路の重要な寄港地としての役割も果たした。こういった関西との接触、中世以来

さまざまな人がもたらした文化が、のちに佐渡おけさ、相川音頭、両津甚句、文弥人形、のろ

ま人形、鬼太鼓など、独特な佐渡文化として発展した。そして、行政的には、明治元（1868）

年に佐渡県となり、明治4（1872）年には相川県に改称、明治9（1877）年に新潟県と合併し

た。なお、今また「平成の市町村合併」の動きも見られる。

（2）小木町について

　今回の取材先である新潟県佐渡郡小木町は、『小木町町勢要覧』2）によれば、佐渡島の最南

端に位置し、東西7㎞、南北4㎞で、総面積は25．93k㎡である。人口は4，062人（男1，923人、女

2，139人）である（図1）。人口は高齢化し、15歳未満の人口は減少している。産業は第3次産

業が最も多く、とくに観光産業が発展し、っついて第1次産業、第2次産業となっている（表

1）。小木町は「佐渡の概要」で示したとおり、西回り航路の寄港地として発展した。また、

行政的には明治34（1901）年に小木町（小木町（含、上野）・木野浦・小比叡・堂釜・井坪・

大浦・木流）と岬村（元小木・琴浦・宿根木・強清水・犬神平・深浦・沢崎・江積・田野浦・

金田新田）が町村合併してできあがった（これらの地名は、現在も大字として残っている）。

（3）小木町生涯学習推進計画にみる青少年教育

　小木町では生涯学習推進事業が発展しており、「小木町生涯学習推進計画」が策定、実践さ

れて、既に7年目である。

　「小木町生涯学習推進計画」（1996年）は小木町町民憲章、小木町生涯学習意識調査（平成5

年度実施）をもとに、平成8年に策定された。内容は「基本構想」「基本計画」「年次計画」の
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　　　図1　小木町の人口構成

表1　産業別就業者数

産　　業
昭和60年 平成7年

男 女 計 構成比 男 女 計 構成比

総　　　　　　　　　数 1，352 1，253 2，605 100．0 1，314 1，135 2，449 100．0

第　　一　次　　産　　業 372 464 836 32．1 303 302 605 24．7

第　　二　次　　産　　業 472 289 761 29．2 465 257 722 29．5

第　　三　次　　産　　業 507 500 1，007 38．7 546 576 1，122 45．8

分類不能の産業 1
一

1 0
一 一 一 一

小木町勢要覧1997数字で見る町の姿一統計資料編一より作成

三編から成っている。「基本構想」で小木町の学習活動に関する現状と課題を明確にし、生涯

学習推進のための基本方針や重点目標を明らかにし、「基本計画」で「基本構想」の重点目標

を具体化し、目標達成のための基本施策をまとあ、「年次計画」で、基本計画に沿った学習に

関する事業等の実践計画を行政中心にまとめたものとなっている。

　期間は「基本構想」が平成8年度から平成17年度の10年間、「基本計画」が平成8年度から

13年度の6年間、「年次計画」が平成17年度を目標年度とし、第一期、第二期、確立期に分け

られており、第一期が平成8年度から10年度までの3年間、第二期が平成11年度から13年度ま

での3年間としている。第二期終了時に目標到達評価をし、継続して確立期に入るか、基本計

画、年次計画を新たに策定するかの検討する予定であるという。

　青少年に関連のある重点施策として、「自ら学習し生きがいの追求」「こころふれあうコミュ

ニティの育成」「健康や体力の保持増進」があげら、家庭、学校、地域社会が連携して青少年

の健全育成に努あていくこととしている。そのために生涯各期における教育、および学社連携

事業を充実させ、その中で児童・生徒の社会参加、地域活動への参加の促進を目指している。

　またこのような活動の場面として公民館活動、芸術文化活動、ボランティア活動、スポーツ
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事業などをあげている（表2）。

　公民館では地域連携、青少年地域活動の推進や、小木おけさなどの民俗芸能の伝承、さらに

は学校週5日制に対応した社会教育・社会体育事業の充実を図る事業を展開している（『平成

14年度ふれあいの町「小木」社会教育計画』）。

　芸術文化活動としては町民文化祭や小木町ジュニア美術展等のイベント事業などを展開し、

発表の場を提供し、また芸術・文化に関する団体どうしの交流活動を行い、地域文化の向上に

努あていくこととなっている。さらに博物館では小学校4～5年生対象に「ふるさと学習」、

小・中学生対象に「子どもデザインスクール」といった講座が開かれている。

　ボランティア活動は高校生ボランティアスクールなど、その活動のための学習機会を設け、

ボランティア活動を積極的に促している。また小木中学校の体育祭、文化祭に一人暮らしのお

年寄りを招待するといった活動も行われている。

　交流事業としては、村内で活動しているさまざまな団体どうしの交流、他の市町村との交流、

国際交流があげられる。小木港まっりなどのイベントでの交流活動への支援、佐渡地区子ども

会交歓大会が代表例である。このような活動を通し、友好を深めるのはもちろんのこと、小木

町を見直す機会として位置付けられている。国際交流は英会話教室などの国際理解のための講

座の展開や、外国人との交流というような事業を設けることとしている。また鼓童のアース・

セレブレーションも小木町の国際交流事業の一っとしての役割を果たしている。

　スポーッ事業に関するものには、子どもの生涯スポーッの基礎を培うために、学校週5日制

の対応と合わせ、スポーッ少年団の育成を図っている。

（4）新穂村にっいて

1）地域の特性と歴史

　後に見る子ども鬼太鼓の取材地である新潟県佐渡郡新穂村は、佐渡島のほぼ中央に位置して

いる。『新穂村村勢要覧資料集2002』によれば、東西12㎞、南北8㎞で、総面積は63．31k㎡であ

る。人口は4，559人（男2197人、女2362人）である（図2）。やはり高齢化し、15歳未満の人口

は減少している。産業の中心は農業で、農政を中心に発展してきているが、近年は第2次産業、

第3次産業へ移行の傾向にある（表3）。

　また、全国的には「トキのむら」としても有名で、佐渡トキ保護センターがあるのもこの新

穂村である。

　『新穂村の文化財』3）によれば、新穂村は石器時代の遺跡や遺物、また玉作り遺跡や遺物も

多数出土したことから、古代文化が形成されていた。その後、幾多の変遷を経て、地頭、豪族

時代には十数人の城主、村殿といわれる領主の間に、部落の領有を巡って争奪が繰り返された。

徳川中期の元禄検地（御水帳）では、細分化した現本村関係は20力村（新穂町・舟代・下村・

皆川・青木・瓜生屋・善光寺・大野・武井・北方・谷塚・潟上下村・田野沢・正明寺・井内・

上新穂・下新穂・長畝・二方潟）あった。廃藩置県後は明治9（1876）年に第一次町村合併が
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表2　生涯各期の教育の充実（少年期、青年期のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小木町生涯学習推進計画より抜粋、作成
〈少年期〉

平成17年度末の指標（到達目標） 施策及び具体策・事業 実施主体等

地域を知る学習や仲間づくり ◇ちびっこ公民館 社会教育課

を通し、主体的に学習しようと ◇ちびっこ図書館 社会教育課

する生涯学習の基礎を培う。 ◇中川司気太記念小木町ジュ 文化財課

ニア美術展写生会

◇新春書初展 社会教育課

◇学社連携事業 社会教育課

○郷土学習 （小木中学校）

○生活と文化活動学級 （深浦中学校）

○民謡クラブ （小木小学校）

○親子読書 （深浦中学校）

○博物館開放講座 文化財課

（ふるさと学習）

◇学校教育

○民謡・太鼓クラブ 小木小学校

○俳句学習会 小木中学校

○郷土学習講話会 小木中学校

○ブラスバンド講習会 小木中学校

○自然と文化の探訪 小木中学校

○そばづくり（選択家庭） 小木中学校

○竹細工 小木中学校

○作動・書道・民謡クラ 小木中学校

ブ 深浦中学校

○ガラス工芸体験

家庭や地域社会において、そ ◇地域子ども会 社会教育課

の一員として生き生きと活動で ◇アドベンチャー・キャンプ 社会教育課

きる機会を拡充する。 ◇福祉作文コンクール 社会福祉協議会

◇学校教育

○小木港祭り参加 小木小学校

○探鳥会 小木中学校

○岬太鼓の会 深浦中学校
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交流事業を通し、人間的な成 ◇佐渡地区子ども会交歓大会 社会教育課

長とリーダーの育成を図る。 ◇青少年野外体験事業 社会教育課

（県生涯学習課）

◇学校教育

○親子体験学習 小木小学校

○ふれあい学級 小木小学校

○父親学級 小木中学校

○両親学級等（球技会） 小木中学校PTA

○緑の少年団 深浦中学校

（社会教育課）

生涯にわたって運動に親しむ ◇各種スポーツ教室 社会教育課

習慣を育てるとともに、健康の ○少年野球・バドミントン・柔

増進と体力の向上をはかる 道・ミニバスケットホ㌧ル教室

○　ジュニア・スイミン

グ・スクール

○親子スポーツ教室

○剣道教室（少年剣士会）

◇少年水泳実技大会 社会教育課

◇学校教育

○水泳教室 小木小学校

○校内マラソン大会 小木中学校

○剣道クラブ 小木中学校

家族の学校理解を促すととも ◇自転車教室 総務課

に、地域における健全育成を図 ◇交通安全街頭指導 総務課

る ◇青少年非行防止事業 青少年問題協議

会・社会教育課

◇小・中学校PTA指導者研修 教委総務課

会 （県生涯学習推進

課）

◇家庭教育指導者研究協議会 社会教育課

（県生涯学習推進

◇心豊かな子どもたちを育て 課）

る 社会福祉協議会

◇社会を明るくする運動 社会福祉協議会
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◇教育講演会 青少年健全育成

PTA

◇学校教育

○祖父母学級 小木小学校

○祖父母学級 深浦中学校

〈青年期〉

平成17年度末の指標（到達目標） 施策及び具体策・事業 実施主体等

地域活動や社会活動への積極 ◇成人式 社会教育課

的な参加を促し、地域に貢献す ◇青年地域活動 社会教育課

る人材を育てる。

青年活動や交流事業を充実さ ◇農村青年同志会活動 農林水産課

せ、リーダーやグループの育成 ◇高校生ボランティアスクー 社会教育課

を図る。 ノレ （県生涯学習推進

セ）

◇ボランティアの集い 社会教育課

（県生涯学習推進

セ）

健康で安全な生活が送れるな ◇青少年非行防止事業 青少年問題協議

ど、地域における健全育成を図 会・社会教育課

る。 ◇教育講演会 青少年健全育成

PTA

◇家庭教育指導者研究協議会 社会教育課

（県生涯学習課）

◇心豊かな子どもたちを育て

@る
梹ﾐ会を明るくする運動

社会福祉協議会

ﾐ会福祉協議会

行われ、明治22（1889）年、町村制発布にあたり新穂村（新穂・上新穂・下新穂・井内・青木・

瓜生屋・北方）が大野村（大野・武井）と、4力村組合（潟上・田野沢・正明寺・吾潟）、国

仲村（舟下・皆川・寺田・目黒町）と合併し、できあがった。明治34（1901）年、さらに第2

回町村の分合が実施されて現在の15大字の新穂村となった。昭和に入って、さらに行政を円滑

にするたあ、全村を21集落に区分し現在にいたっている。

2）新穂村生涯学習推進計画にみる青少年教育

　新穂村では平成13年3月に「新穂村生涯学習推進計画」が策定された。「第4次新穂村総合

計画」、「新穂村生涯学習住民意識調査結果」などを基礎資料とし、現状を総合的、分析的にと
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らえ、村民にとって望ましい生涯学習社会の将来像を示したものとなっている。

　内容は小木町と同様に三編で、「基本構想」「基本計画」「実施計画」から成っている。「基本

構想」で生涯学習推進のための基本的な施策の体系を示し、計画の全体像を明らかにし、「基

本計画」で「基本構想」を受け、今後の取組の方向を明らかにし、生涯学習推進の骨格を示し、

「実施計画」で「基本計画」を具体的に展開するたあの手順を示している。これも小木町とよ

く似ている。期間は平成13年度から平成22年度までの10年間とし、実施計画にっいては、3年、

6年時に評価を行い、見直しをしていくこととなっている。

　その『新穂村生涯学習推進計画』の「施策の視点」に見られるように、新穂村も小木町同様、

家庭、学校、地域の連携を強めて青少年の健全育成をしていく方針をとっている。そこでまず

学校と社会教育の連携を深めるといった目的で、生涯学習担当者連絡会（以下連絡会）が設置

された。この連絡会と生涯学習推進会議で学社連携・融合のあり方を協議し、子どもたちの健

全育成を図っていくことを重点に置いている。

　平成14年度からは完全学校週5日制ということもあり、子どもたちの土曜日の過ごし方にも

関係するが、村全体で子どもたちを育てていくという考えのもとに、青少年活動の充実を強く

求めていくことになっている。

　表4は「施策の視点」の中で、明らかに青少年と関わってくる「学校・家庭・地域の連携」、

人6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

昭和50年

ロ65歳以上

■15歳～64歳

国15歳未満

昭和60年　平成2年　平成7年　平成12年年
　　　　　　　　　　　　　　　　新穂村勢要覧資料集2002より抜粋、作成

　　　　図2　新穂村の人口構成

表3　産業別事業所数および従業者数

区分
昭和53年 平成11年

事業所数 事業者数 事業所数 事業者数

総　　　　　　　　数 329 1，948 297 1，564

第　一　次　産　業 5 53 7 111

第　二　次　産　業 83 896 86 600

第　三　次　産　業 241 999 204 853

新穂村勢要覧資料集2002より抜粋、作成
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および、伝統文化の継承、普及活動について記している「コミュニティ活動の充実」に見られ

る施策にっいてまとめたものである。

　「伝統文化の保存、継承活動の推進」や「スポーッ少年クラブの結成」といった「コミュニ

ティ活動の充実」の具体的施策は、「学校・家庭・地域の連携」の具体的施策である「学校外

活動の充実」を果たしていく施策ではないかと考えられる。今回の研究である瓜生屋集落の子

ども鬼太鼓も、新穂村の生涯学習推進計画の一部として扱われている。

3．小木おけさの継承と普及

　次に、佐渡郡小木町に伝わる「小木おけさ」の継承と普及が、児童・生徒を対象にどのよう

に行われているかを見ることにする。

（1）「小木おけさ」とは

　小木おけさは、佐渡おけさの元唄・原形であり、佐渡おけさよも少しテンポが速く、太鼓の

リズムを基本とするのが特徴である。小木おけさの元のルーッは、九州地方で発生したハイヤ

節4）だといわれ、このハイヤ節を船乗りたちが航海途中、佐渡第一の港であった小木港5）に

立ち寄ったときに、酒盛りの席で唄い踊り、町民衆と交流することによって各地に広あられた

といわれる。また、語源をめぐる伝説6）は数がとても多くさまざまである。

　今回、民謡保存グループ「さざ波会」会長・小木おけさ子供連代表世話役である村田守氏に

取材し、活動の実態を調べた。その村田氏によれば、「小木おけさと他の地域のおけさはどの

ような点が違うか」にっいては、「佐渡おけさの元唄・原形である。」ということであった。

（2）小木おけさ伝承・普及の現状

1）民謡保存グループ「小木さざなみ会」

　「小木さざなみ会」（以下、さざ波会と省略）は、民謡保存グループであり、小木町に伝わる

伝統芸能「小木おけさ」を保存するために、また、地域を再活性化させるために26～27年ほど

前に立ち上がった。

　メンバーは14名。地方（唄・三味線・笛・太鼓）は6名で、うち男性が4名、女性が2名で

ある。会社員、町職員、農家、職人を職種とする方々によって構成される。上方（踊り）は8

名で全員女性、家庭の主婦である。60～70年代が多く、40代が2名いる。30～40代の若い年代

参加がほしいところだが家庭の事情などにより、なかなかできない状況にある。

　主な活動は観光客への紹介で、また「小木おけさ」だけでなく、小木音頭・佐渡おけさ・両

津甚句なども披露する。練習は時期により異なり、月2回程度行われ、イベントなどが多い夏

場（7・8月）はその分練習の回数も増える。

　活動の資金は行政からの援助が適度にあり、また民謡クラブ保護者の会や町からの補助金を

得ている。それらは道具の購入、遠征の大会のために使われる。
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　　　　表4　新穂村生涯学習推進実施計画

学校・家庭・地域の連携
新穂村生涯学習推進計画より抜粋、作成

施策の方針 施策の内容 事業主体

（1）　生涯学習担当者連絡会の充

実 ・会議の定期的開催 教育委員会

学校教育、社会教育双方の担当者 ・連携・融合事業の計画と評 教育委員会

が相談しながら学社連携・融合を計 価

画的に進めていきます。

（2）　学社連携・融合の推進

地域全体で子どもを育てるため、 ・学習プログラムの開発 教育委員会・学校

また、地域住民の学習を支援するた ・学校外活動の充実 教育委員会’・学校

めの事業を充実していきます。 ・完全学校週5日制への対応 教育委員会・学校

・開かれた学校の推進 教育委員会・学校

・学校支援ボランティアの推 教育委員会・学校

進 教育委員会・学校

・学校教職員の指導者として

の活用 教育委員会・学校

・ジュニアリーダーの育成

（3）　家庭教育との連携推進

子どもたちの生活の基盤である家 ・家庭教育学級の充実 教育委員会・住民

庭の教育力を高めるために、学校、 福祉課

家庭及び地域社会が連携してその方 ・家庭教育に関する情報の収 教育委員会・住民

策を講じていきます。 集・提供 福祉課

・家庭教育相談の充実 教育委員会・住民

福祉課

・子育てグループの育成 教育委員会・住民

福祉課

コミュニティ活動の充実

施策の方針 施策の内容 実施主体

（4）　芸術・文化活動の推進

@芸術・文化活動を通して村民がお

ﾝいに積極的に関わりコミュニティ

ﾌ輪を広げるための活動を推進しま

・学級・講座の充実

E文化協会への支援強化

E伝統文化の保存、継承活動の

教育委員会

ｳ育委員会

ｳ育委員会
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す。 促進

（5）　生涯スポーツの推進

スポーツ活動が健康、体力の維 ・年齢段階に応じたスポーツプ 教育委員会

持・増進を図るだけでなく、社交的 ログラムの充実 教育委員会

な交流を深める機会として有効であ ・村民いちスポーツの実践 教育委員会

ることから、生涯スポーツがより活 ・スポーツ少年クラブの結成 教育委員会

発に展開するように推進していきま ・総合型地域スポーツクラブの 教育委員会

す。 育成

（6）　ボランティア活動の推進

ボランティア活動をボランティア ・ボランティア活動推進組織の 教育委員会

を求めるものへの支援という領域・ 整備

分野に止めず、ボランティア活動そ ・活動に必要な情報収集 教育委員会

のものが学習の過程であり、学習の ・ボランティアを広めるための 教育委員会

成果を生かし、深める実践であると 広報活動及び情報提供 教育委員会

いう認識、また、コミュニティ形成 ・「新穂村ボランティアの日」の 教育委員会

の有効な手段であるという認識に立 設定

って、積極的に推進します。 ・ボランティア人材の育成 教育委員会

　今後「さざなみ会」は、町の全小・中学校の生徒に、踊りの基本的な練習をする機会を提供

する計画、検討をしている。

2）小・中学校の「民謡クラブ」

　「民謡クラブ」は、地域社会の活性化に役立たせ、小木町に伝わる伝統芸能「小木おけさ」

を保存するためもあり、結成されたものである。地域民謡団体の有志が教育委員会、公民館や

小学校に働きかけ、1982年4月に小木小学校に、1988年4月には中学校に特設クラブ活動とし

て結成させた。

　民謡クラブの活動は地方（じかた：唄・三味線・笛・太鼓）がメインである。「民謡クラブ」

のメンバーが地方を演奏し、後述する「小木おけさ子ども連」のメンバーが踊る。小・中学校

が別々に土・日曜日の週2回、夕方8時くらいまで、主に小・中学校の空き教室を利用して練

習している。少子化が進む中で、民謡クラブ員が少ない時は小・中合同で出演する。小・中合

流すると40人ほどになり、合同の場合、練習場所は町等の公共の施設を自由に利用している。

指導は「さざみ会」の一部の方がボランティアとして指導している。

　役の決め方は年の初めに希望をとって、やりたいものをさせる。やりがいをもたせる工夫と

して、多くのステージに参加させ自信をもたせようとしている。実際、色々なイベントに参加

した子ども達は、大勢の前で発表することを通じ、堂々と演奏できるようになり、やりがいを
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持ちはじめるようになったという。親からの理解も得ており、平成13年には民謡クラブ保護者

会が立ち上がっている。

3）「小木おけさ子ども連」

　「小木おけさ子ども連」（以下、子ども連と省略）は、地域の指導者を巻き込みながら、地域

の自然や文化の体験・伝承を多く取り入れた活性化活動や、町おこし運動の実践活動を推進す

る。また、その活動をとおして、子ども達の自主性や自発性、郷土愛を培い、心身ともに健全

な「小木っ子」の育成に努めようとしている。

　「民謡クラブ」が結成された当初は小・中学校それぞれが個々に活動していたが、出演依頼

が増えることで一緒に活動することが多くなった。平成7（1995）年から小木港まっりに小学

4～6年生と中学生全員が民謡流しに参加するようになったことをきっかけに平成8（1996）

年に発足された。子ども連の発足には「地域の伝統、文化を大切に、先輩たちから残してもらっ

た小木おけさをこれからも、子どもたちが後輩たちに伝継してもらいたい」という、関係者の

思いが込められている。特に子ども連代表世話役である村田氏の思いが強く感じられた。

　また、こども連には、基本的に小・中・高校生までが含まれ、この子ども連に参加している

のは希望者のみである。いろいろな行事の出演・参加はその子ども連の中で民謡クラブが主体

となって参加する。この「小木おけさ子ども連」ができてからは、行動域が広がり、島外、県

外のお祭り等に参加することが多くなった。また、保護者の反応にも変化があり、子ども達の

レベルの高さを理解しお祭り等々のボランティアへの協力が毎年多くなっている。

　小木おけさ子ども連の活動資金は出演料・お祭り等のお花やなどがある。また、平成13年3

月、第10回地域活性化大賞（協同組合異業種交流センター主催）に選ばれ、賞金を受けた7）。

三味線、太鼓、笛等は町予算を計上してもらっている。

（3）小木おけさの披露

　小木おけさの披露の機会は主に小木おけさ子ども連の活動として行われ、毎年行われる8月

14・15・16日の盆踊りや、毎年8月28・29・30日に開催される小木港まっり、「伝統文化教育

推進校」8）の指定を受けた小木小学校の運動会などがある。（表5）

　小木港まっりは、昔、初代の佐渡奉行が海上の安全を祈願し、木崎神社に米を寄進したのが

始まりとされ、毎年8月28・29・30日に開催される。この祭りは350年の歴史がある。小木小

学校の運動会では、クラブ員が地方となり、全校生徒が小木おけさを踊る。1997年夏には、途

絶えていた小木港祭りでの小木おけさ流しを復活させた。その際、小木小学校・中学校の児童・

生徒約200人がそろいの浴衣で町を流した。

（4）指導者とその思い

　民謡保存グループ「小木さざ波会」会長・小木おけさ子ども連代表世話役である村田氏は、

小木おけさを子どもたちに指導しており、両津甚句、佐渡おけさの日本一の歌い手である。そ
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の村田氏は、「伝えることはみんなに喜ばれて、また自分も楽しい。目的は経済効果ではなく、

地元の人が楽しむことが一番の目的」という。「保護者の人々や地域の協力があるのはなぜだ

と思うか。」という質問に対しても、「継続している（20年）と子ども達が社会に出て、地元の

芸能を身に付ける大切さが…理解されているからでは…？　子どもたちの出演する場所を地域

　　　　　表5

〈例年の活動〉

「小木おけさ子供連」の主な活動（平成10年度～14年度）

4月 たらい船祭り　　演奏と踊り

5月 大運動会　　　　全校児童と地域の人たちの踊りの伴奏

8月 小木港祭り　　　園児・小学1年、組おけさの伴奏

9月 小木町敬老会　　演奏

12月 小木町芸能際　　演奏と踊り

U年生を送る会

〈特別な催し〉

平成10年　　4月 NHK「欽ちゃんとみんなでしゃべって笑って」収録

6月 佐渡地区身体障害者運動会

8月 全国ハイヤサミットin小木

12月 老人ホーム　待鶴荘訪問

`統文化教育推進事業実践発表会

平成11年　　8月 両津甚句全国大会

10月 新潟県民文化祭

平成12年　　5月 新潟国際大学

7月 両津甚句全国大会

8月 小木おけさ大会

10月 小木町制施行100周年記念式典

平成13年　　2月 NHK新潟県民謡コンクール

7月 両津甚句全国大会

纐?ﾜつり

8月 小木おけさの輪

9月 佐渡おけさ全国大会

平成14年　　4月 長者ヵ橋開通式セレモニー

7，月 両津甚句全国大会

8月 小木おけさの輪

9月 佐渡おけさ全国大会
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の方々からもっと見てもらい、佐渡島の子どもに刺激を与えて…頂きたい。」と語り、更なる

期待を抱いていることが分かった。

　また、今後、「民謡クラブを継続・普及するため『民謡クラブ』自体に期待していることは

何か。」と伺ったところ、「まず、地元の人が、子ども達が、何で、どうして民謡（唄を、三味

線等）をやっているのかを理解してもらう事が大切と思う。その中で、子ども達とお祭りを通

して、親子のコミュニケーションを町ぐるみでそう参加を期待…時間はまだまだかかると思う。」

と答えた。

4．子ども鬼太鼓の継承と普及

　次に、学校とは離れて、地域社会の中で継承されている伝統芸能である「子ども鬼太鼓」の

継承・普及にっいて検討する。

（1）鬼太鼓の歴史

　佐渡の鬼太鼓は約500年前佐渡に伝わったといわれ、能の舞に各地の特色ある洗練された太

鼓と独特の振り付けがされ、現在の鬼太鼓の形となったものである。島全体では120組はある

と言われている。一口に鬼太鼓と言っても各村々により、鬼だけのもの、獅子を加えたもの、

巫女や猿あるいは豆まきを組み合わせたもの等、実に千差万別で、それぞれ異なる。鬼太鼓は

悪魔を払い、商売繁盛、五穀豊穣を祈って神社の祭礼に奉納されるものである。また、太鼓の

打ち方は「しだら打ち」といい、凄まじい形相をした鬼が裏太鼓（裏打ち）に合わせて身を

震わせ髪を振り乱し必死に太鼓を打っ姿は凄絶、真に迫るものがある。

　また鬼太鼓と呼ばれるものは佐渡以外にも多く存在する。今回本文中で鬼太鼓として検討す

るものは、新潟県佐渡群新穂村の瓜生屋地区の鬼太鼓のことである。鬼太鼓の形は各地で違う

と述べたが、新穂村の中でも地区ごとに異なる。お話を伺った集落の鬼太鼓の指導者の方によ

ると、瓜生屋鬼太鼓は新穂村の船下からの流れを継いでおり、大正時代に盗み見をして、形を

盗んできたようである。太鼓のリズムや踊りの形が地域ごとに違うことで鬼太鼓が地域に密着

している感じがする。

　瓜生屋鬼太鼓の踊りも変化し続けていて、指導者や舞の演者など、個人の表現力でも変わっ

てくる。この形が正しい鬼太鼓であるという踊り方リズムは存在しないと言ってよいように思

われる。

（2）瓜生屋の鬼太鼓の継承の場と組織

　新穂村瓜生屋集落には鬼太鼓に関わる「子ども鬼太鼓」、「青年会」そして「まさき会」の3

っの組織がある。鬼太鼓は完全に地域の中に存在し、継承の場として小木おけさのように学校

の部活動にとり入れられているという事はない。瓜生屋集落という言葉が何度も使われるが、

今回取材した鬼太鼓の指導者（石塚道夫氏：現在まさき会に所属）が自然に使っていたので、
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ここでも使用することにした。瓜生屋という地域においてその大きさや雰囲気にもしっくり合

うように思われる。

1）子ども鬼太鼓

　こども鬼太鼓は昭和62年に、竹下総理の「ふるさと創生1億円」を活用し誕生した。当時の

村長が新穂村に芸能を残そうということで、100万円の補助を受け取り、子ども鬼太鼓を始め

る瓜生屋、大野、青木、正明寺の4集落で分け合い、瓜生屋も25万円補助をうけた。各集落と

もこの金額では足りず、それぞれの集落ごとに補助を求めたそうである。瓜生屋集落は、子ど

も鬼太鼓の子どもの父兄が中心となって各個人宅を回り、98万7千円を集め、合計123万7千

円をもとに太鼓、面、獅子頭、衣装等が作製された。指導者の話によると、当時は5年も続け

ばよいと思っていたそうである。

　瓜生屋子ども鬼太鼓は瓜生屋集落の小学生（皆新穂村立新穂小学校に在籍）で構成されてい

る。現在1年生5人、2年生7人、3年生6人、4年生3人、5年生9人、6年生3人の計35

名が所属している。

　配役は青年会と同じで白鬼1名、黒鬼1名、白獅子2名、黒獅子2名だが、6年生が卒業し

ていくので毎年配役を決める。配役は子ども自身の希望を聞き、父兄、師匠が最終的に決定を

することが多いようだ。配役の交代は、7月中旬の村民運動会にあわせて行われている。鬼は

年長の男の子が務めるが、新穂村内の他の地域では6年生に男の子がなく、女の子が務めたと

ころもあるようだ。こども達は4年生から裏打ちができ、バチで太鼓がたたけるようになる。

　以上のような体制で組織され、活動しているわけであるが、子ども鬼太鼓の成果を披露する

場には以下のようなものがある。

4月1日

5月下旬

7月中旬

9月14日

10月中旬

五社神社を皮切りに集落内7箇所で披露（瓜生屋五社神社旧祭礼）

新穂ダム桜祭り（ここまで旧配役）

新穂村村民運動会

新穂村ふるさと夏祭り

新穂村朱鷺夕映え市

　練習は、7月の運動会で披露する時新配役となるため、

から7時半）するのが一番長い練習で、その他は披露する約3日前から練習をしている。

　また運営は瓜生屋子ども鬼太鼓の自主運営であり、毎年6年生の父兄の中から会長と役員2

名が選出される。師匠も父兄が務めており、子どもへの指導は、役別に教えている。戦後一時

期鬼太鼓は中断されていた為、子ども鬼太鼓が始まった当時は父兄の中で鬼太鼓が踊れる人が

少なく、長い間同一人物が師匠となっていたが、最近は青年会を卒業した人が多く、指導者の

層は厚くなっている。

　毎年の活動資金は、集落からの補助の3万円と、鬼太鼓披露のときにもらう祝儀をあててお

り、祝儀は年間20万円以上集まるので運営は順調といえそうである。

2）青年会

4週間前から約20日練習（午後6時
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　瓜生屋の鬼太鼓を行うのは、地域の青年会である。高校卒業時から35歳までが所属する。現

在の構成は20歳5名、25歳1名、27歳1名、29歳1名、30歳1名、34歳1名の計10名である。

青年会は全員男性である。

　青年会の担う大きな行事は4月15日の祭礼であり、その練習開始の前に青年会のメンバーが

集まり配役会議をする。そこで白鬼1名、黒鬼1名、白獅子2名、黒獅子2名、そして師匠を

OBから1名を選出する。この他に挨拶回り（青年会長担当）、会計係（副会長担当）、太鼓持

ち、裏打ち、夜にはちょうちん持ちなどが必要となる。青年会だけでは人数がたりないので子

どもやOBに手伝ってもらうそうだ。

その練習の日程は以下のようになっている。

　　3月14日　　　小屋入り　　練習中の安全祈願、配役披露

　　4月1日　　　中入り　　　鬼舞披露（練習の中間日）

　　4月13日　　　小屋じまい　鬼舞披露（本番と同じ形）

　この3日間は、氏子総代（4名）区長、副区長、区公民館長、その他集落の役員、まさき会

役員、OB等を招待する。

　指導はこの練習期間中（3月14日から4月13日）に師匠により行われ、師匠は鬼を経験した

人がなる。練習場所は五社神社で行われ、近くに民家があることもあり太鼓の打てる時間を夜

10時までと決め、その後は音なしで練習をしている。

　また4月15日の本番当日は、神社に踊りを奉納する意味がある。朝4時30分に五社神社を出

発し、集落の約140軒の家々をまわる。五社神社の祭りの日は元々は現在は子ども鬼太鼓が披

露される4月1日であったが、昭和30年代に集客力を考え、周囲の地区のお祭りと日にちを合

わせ現在の4月15日になった。この日、各家ではご馳走を用意し、一団を歓迎する。青年会が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おたびしょ本舞をする家・場所は、青年会長、白鬼、黒鬼、師匠、区長の家と、五社神社、御旅所で、こ

の御旅所がクライマックスの場になる。全ての家々を回った後、午前1時から2時ごろ大勢の

観衆の中で1時間ほど踊り、皆で達成感を共有する場となる。この祭礼は、朝4時から真夜中

まで集落の家を全て回る大変ハードな内容のたあ青年会に所属できる35歳という年齢が体力的

に限界なのだという。想像するだけで壮絶な感じを持っ。

　この祭りごとを通して集落全体が関わることで、また、毎年全ての家を回ることで現在のお

互いの事が分かり繋がりができるのだと思われる。

3）まさき会

　まさき会は青年会をサポートするための会として発足した。基本的に青年会を卒業すると同

時にほぼ入会をする。活動としては、青年会のサポート、村民ソフトボール大会参加、そして

まさき会総会を年に一度行っている。まさき会会員は、現在38歳から50歳の23名である。全員

が男性である。

　青年会やこども鬼太鼓のように、まさき会だけで鬼太鼓を披露する場はないようだが、青年

会の指導者として、子ども鬼太鼓のサポーターとして、瓜生屋鬼太鼓を支える大きな核となっ
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ているように思われる。

（3）鬼太鼓の継承と普及

1）今後の課題

　やはり子ども鬼太鼓、青年会ともに人の数が課題となっているということだった。子ども鬼

太鼓もあくまで運営は父兄が中心なので、大人の数も演じる子どもの数も必要となる。また青

年会の若い人が多くいなければ未来がないということだが、最近人数が減っている。子ども鬼

太鼓は基本的に鬼は男の子がなるが、女の子も参加している。しかし、大人の鬼太鼓は青年会

が行うため女性は参加していない。今後は女性も入れていかないと存続は難しくなるかもしれ

ない。取材に応じてくれた瓜生屋のまさい会の方も「今の時代は男女平等というし、男だけで

やらなければということはない」というような柔らかな反応であった。

　伝統芸能、特に集落ごとにかたちの異なる瓜生屋鬼太鼓ような小さな規模の伝統を継承して

ゆく場合、その地で生まれ育った若者がどれだけその地にとどまるのか、また、Uターンする

のかによって、大きく変わってくると思われる。日々の仕事を持ちながら鬼太鼓に関わる事は、

時間も労力も使うことであり、今後、瓜生屋子ども鬼太鼓をやってきた人がどれだけ地元に定

着するのかがポイントとなるだろう。

2）学校外での活動が可能なわけ

　取材を通して瓜生屋の鬼太鼓を支える要素が様々みえてきた。まず地域の中でその年代年代

で鬼太鼓に関わることのできる組織があることは、伝統芸能を継承する上での役割が大きい。

戦後一時鬼太鼓は中断していたというが、現在は、生まれてから見てきた鬼太鼓に、小学生に

なると同時に参加する機会が用意されている。子ども鬼太鼓への所属のしかたは、いっの間に

か本人の意思とは関係なしに、いわばその土地に生まれっいたことで強制的に参加することと

なる。しかしそれはその土地の中にいて非常に自然な流れの中でのことであり、多くの人が幼

い頃「子ども会」という名で地区ごとの様々な集まりに参加することと、同じような事だと思

われた。父母や兄弟姉妹も熱心であり、練習の中でよい上下関係が育ち、こどもにとって心地

よい居場所となっているのではないかというコメントもあった。鬼太鼓を通し、同じ踊りを踊

ることは、たしかに学校にはない一体感を産むのであろう。瓜生屋子ども鬼太鼓を経験してい

た人も、いっの間にか参加し好きになっていたという。小学校1年生から先輩を見ていてその

勇姿に憧れること、また他の地区の鬼太鼓と踊りの形が違うことも、自分の地区の鬼太鼓に愛

着を感じる大きな要因になっているようである。

　また集落に根づいた五社神社祭をはじめ、鬼太鼓を通して集まったときに、皆が共に楽しめ

るイベントによって、瓜生屋に住む人が強く繋がっていることも感じられた。また、祭礼時も

各家庭回った先でお酒を飲むが、青年会で集まると練習後「まあ、飲めよ」となるそうである。

お酒を通した昔からの腹を割った付き合いが存在しているとも聞いた。

　子どももまた青年会の人も、自分の集落の踊りが一番と思う。その心こそ、瓜生屋鬼太鼓の
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伝統継承の鍵となっていると思われた。この踊り方が瓜生屋鬼太鼓だというコピーを受け継い

でゆくのではなく、師匠も鬼も毎年変わってゆく中で、指導する者の「核の部分は残して変わっ

たほうがよい」という緩やかさ、しなやかさが、鬼太鼓を続かせるのでないだろうか。

　また、瓜生屋鬼太鼓にっいて考えて場合、瓜生屋鬼太鼓はあくまで瓜生屋集落の鬼太鼓であ

ればよいので、芸の形として広く広めることや、普及させる必要性は感じない。しかし鬼太鼓

という伝統芸能が多くの人に知られ注目される事で、瓜生屋鬼太鼓またほかの地域の鬼太鼓が

盛り上がるという意味では、普及が必要ではないかと思われた。

5．比較としての鼓童

（1）メンバーの育成

1）鼓童とは

　鼓童は「太鼓を中心とした伝統的な音楽芸能に無限の可能性を見いだし、現代への再創造を

試みる集団」9）である。1981年のベルリンフィルハーモニーホールでのデビュー以来、1988年

より佐渡島の小木町で「鼓童村」を始動した1°）。村を拠点に1年の三分の一を佐渡で過ごし、

残りの三分の一ずっは、それぞれ海外・国内の演奏活動を行っている。これまでに「ワン・アー

ス・ッアー」とよばれる公演活動を中心に、42ヶ国2，500回以上の公演を行っており、1988年

から佐渡の市町村と毎年共催している国際芸術祭「アース・セレブレーション」などは海外の

新聞評も高い11）。1997年には財団法人鼓童文化財団を設立し、研修所の運営や調査研究、ワー

クショップの実施等も行っている。また、2001年12月には日本人アーティストとしては初めて

ノーベル平和賞コンサートに参加している。

　鼓童のメンバーは2002年12月現在、プレイヤーが24名、スタッフが29名と、研修生が16名で

ある。佐渡島出身者はスタッフに若干名いるが、ほとんどは北海道から沖縄までの全国各地か

ら集まってきたメンバーで構成されている。

　本節では、同じ佐渡島にありながら後継者不足などによる規模の縮小や存続の困難に苦心し

ている「佐渡おけさ」や「鬼太鼓」などの伝統芸能と、対称的に世界を舞台に活躍している和

太鼓集団「鼓童」12）を、継承・普及の活動において比較し考察した。

2）鼓童における継承と普及

　鼓童において、「継承」とは研修生や鼓童のメンバーに対しての育成を通して鼓童の技術を

後へ残すことを意味し、「普及」とは子どもや地域の人々に太鼓のおもしろさを広めたり教え

たりすることを意味する。継承という点においてみてみると、佐渡おけさや鬼太鼓などの伝統

芸能では、その地域に根づいて生活している子どもたちや青年団が自動的に後継者になること

が多いが、鼓童においてその技術を受け継いでいくのは18歳以上の研修生であり、研修生を経

て準メンバー・正式メンバーとなっていくプレイヤーである。

　鼓童の研修期間は4月からの2年間（実際は1年9ヶ月）であり、研修生は全国各地から自

らの意思で集まっている。1年目は、伝統文化の基礎を研修し、太鼓や踊り・唄などのための
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基本的な身体っくりをしたり、共同生活を身にっける期間となる。2年目は、鼓童の活動を通

じて実践的な力を養う専門課程となり、スタッフ・プレイヤー志望などの目的に応じて一部内

容が分かれる。研修所での生活は表6のようになっており13）、日々とても大変忙しい印象を受

ける。鼓童村代表の大井良明氏からは、「研修生が様々な理由で研修の途中にやめてしまうこ

とも時々ある」と説明していた。研修生は、2年生の7月から1月までの間に4回の発表会を

行い、ここで選ばれると1年間準メンバーとなる14）。準メンバーはメンバーと同様のスケジュー

ルをこなすこととなるが、舞台に立っことを目指すものは旅に出ることが基本なので旅が苦手

で中止する者もあり、またスタッフ志望者にはかなり広範囲の仕事が割り振られることになり、

その量に負けてしまう者もある程だという。10人の研修生のうち準メンバーになるのは2～3

人で、メンバーになるのは舞台志望で1人（多くて2人）、スタッフは志望者が少ないので高

い確率で入ることになるそうである。このように、鼓童の正式なメンバーとなるには、資質だ

けでなく相当の努力を積み重ねなければならないことがうかがわれる。

　次に、鼓童のプレイヤー構成にっいてみてみる。まず、プレイヤーの四分の三は男性である。

年齢別では、体力・技術とも安定し、勢いがあると思われる20代後半～30代後半にかけての人

数が充実しており、また50代のベテランの方が現役で活躍されていることも頼もしく思われる

（図3）。

　では、毎年メンバーが追加されながら発展していく鼓童では、どのように世代交代がなされ

ているのだろうか。どのような芸能にも世代交代があり、それはそれぞれの伝統が継承されて

いく上で、絶対に避けて通ることはできない。世代交代によって芸能自体が微妙に変化してし

まったり、衰退することはないのだろうか。そこで、鼓童の世代交代についての取材では、

1981年のデビュー以来、鼓童はまだ世代交代を経験していないため回答が難しいとのことだっ

た。しかし、予想としては定年退職というような形ではなく、体力の面などにおいて限界を感

じるようになった時、必要に応じて自然と世代交代がなされるのではないかとのことであった。

しかし、特に大太鼓などは激しいスポーッのようだけれど、力強さだけでなく何十年という年

輪・キャリアがものをいう分野でもあるから、単に体力の面からのみでタイミングは計れない

ことがあるとも語っていた。

　また、鼓童にとっての伝統とは何かを尋ねたところ、世界を回る中で常に新しい要素を取り

入れて発展していくことではないかとのことであった。技術的なものもそうであるし、多様な

公演の中で欠かさずに演奏する曲もまた伝統になるかもしれないとのことだった。お話の中で、

もしも後へっながっていくことが伝統であるとしたら、何十年、何百年後には鼓童も伝統芸能

になっているかもしれないという言葉も聞いた。

（2）芸術活動としての普及活動

1）島内・島外での普及活動

鼓童では、「ワン・アース・ッアー」や「アース・セレブレーション」などの公演活動の他
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表6　研修所の一日

時間 内容

4：50 起床（冬季は5：30）。体操・掃除・ランニング（10km）

6：50 朝食（当番制）

7：30 ストレッチ（締め上げなど、午後の準備）

　9：00～

P1　：00

午前の稽古。太鼓や踊り等の他に、農作業や講義の時間。（年間およ

ｻ三分の二が太鼓の時間、残り三分の一がそれ以外の時間に充てら

黷驕j

12：00 昼食（午後の稽古までは休憩時間）

14：00～

P7：00

午後の稽古。稽古は基本的に研修所で行うが、内容によっては鼓童

ｺに出かける。季節や天気のよい時は野外でも稽古する。

18：30 夕食

19：30 各自の時間（個人の稽古やバチ作り、読書など）

就寝（23：00頃）

8

7

6

　　　5

人数4
3

2

1

0
20～24歳 30～34歳 40～44歳 50～54歳

I

I團男性

■女性1

図3　プレイヤーの年齢別グラフ

にも、子どもたちや地域の人々に対して、ワークショップや交流公演・太鼓体験塾などの形で、

普及活動を行っている。島外では、春に中学校交流公演があり、島内では、10の市町村におい

てそれぞれ1度ずっ設けている太鼓体験塾、他に中学校交流公演やサンバワークショップ、佐

渡の伝統芸能である岬太鼓の指導や小学校での唄の指導、研修生による太鼓をっかった中学校

での交流会など、本当に様々である。また、小木町には鼓童の指導する「鼓鈴の会」があり、

小学生や中学生が太鼓を学んでいる。大人の間でも週一回、同様に練習が行われているそうで
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ある。

　そういった普及活動に対しては、地域の活性化や経済効果などではなく、地元の子ども達に

おもしろい体験をしてほしいという思いが最も強いとのことだった。中には、鼓童の影響で留

学などをして大きく成長して帰ってくる子どももおり、圧倒されることもあるという。

　また、鼓童も地元とのっながりから得るものが多くあり、伝統芸能を学びに行くこともあれ

ば、漁業や農業の仕方を教わったりすることがあるという。鼓童村をっくったときには、大き

な道から鼓童村へと入る町道を作ってもらったり、国道からの道標をっけてもらったとのこと

であった。

2）祭りへの参加

　鼓童村のある佐渡小木町では、8月28日～30日に小木港祭りが行われる。鼓童では、毎年祭

り初日の13：00～20：00に小木港振興会より依頼を受け、『祭り太鼓の会』として祭りに参加

している。午前中に屋台を組み立て、飾り付け、太鼓のセット（小木祭り用のモノが町の倉庫

にある）を行い、木崎神社を出発し町内を一周して再び神社に戻って一叩きして、その日のう

ちに片付けまでして終了となる。終了時刻は20時だが22時を過ぎることが多いそうで、約3．5

㎞の道のりをおよそ半日に渡って屋台を引きながら盛大に練り歩き、参加者は鼓童から20～30

名と、それ以外に地元の人も参加するので60名ほどで動くことになるという。

　祭りにはどのような気持ちで参加するのかと伺ったところ、地域活性化のためとか鼓童がイ

ベントの一っとして依頼されたから参加するのではなく、自分達の祭りという意識を一番に参

加しているとのことだった。このような精神が地元の人々にも伝わるためか、鼓童の祭りをみ

ることを心から楽しみにしている人が多く、子どもや大人が祭りの最後まで鼓童とともに町を

回ったり、また島内外だけでなく海外から祭りに参加する外国の方の姿もよく目にする。

　また、相川金山祭り（7月27日）では特設ステージで一時間程の公演で参加しており、研修

生も両津市柿野浦（4月15日）・岩首（9月15日）の祭りと真野町の大神宮の祭り（10月16日）

に参加している。

3）活動を支えるもの

　佐渡おけさや鬼太鼓などの伝統芸能では、町や県などの行政から補助金や援助があることは

聞いているが、鼓童ではそのような行政からの支援はない。ただ、海外へ行くときには国際交

流基金の主催事業において国際交流基金より援助は何度かあったとのことだった（例えば、

1988年の南米ッアーなど）。海外にまで広がる鼓童の活動のほとんどは、自前で運営されてい

る。

　伝統芸能と鼓童の一番の違いは、多くの人が農業や商業などの本来の職業を持ちながら踊り

手や唄い手をしている伝統芸能に比べて、鼓童はまさに生活の全てをかけて芸術活動に打ち込

んでいるという点であり、同じ目的の元にプレイヤーとスタッフが協力し、専門の分野で機能

していることが大きいと考えられる。鼓童の中でも、あるいは様々に苦心していることがある

のかもしれないけれど、後継者問題や存続の困難と闘っている伝統芸能の立場とはやはり対称
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的な可能性を感じさせる。鼓童が伝統芸能から学んでいるように、鼓童の成功している要素を

伝統芸能の復興に生かしていくことも可能であると推測され、それらの要素を具体的に明らか

にすることは今後の課題である。

6．まとめ

　学校あるいは学校教育は、何か問題があるとすぐ「教育の重要性、責任」が言われ、さまざ

まな活動が取り込まれることになる（たとえば「交通安全教育」）。たしかに重要な問題ではあ

るが、子どもの成長・発達にとって大きな意味を持っ、地域文化との接触はもっと大きな問題

とされてよい。地域という社会を形成する上で、伝統文化や伝統芸能は重要である。それに接

することなく人間形成を図ることは難しいとさえ思える。

　今回、さまざまな資料の検討を通して、また、調査取材を通して、「青少年の学校外活動と

しての伝統芸能の継承・普及がどのように行われているか」にっいて検討した。市町村によっ

ては、地域の活性化との関連が大きな課題となっていたり、地域の教育資源の活用であったり

と、さまざまである。必ずしも十分検討できたわけではないが、上記の検討で分かったことを

いくっかまとめると次のようになろう。

　①伝統文化や伝統芸能は、地域社会に存在するものであるが、学校が無関係ではない。しか

　　し、それを学校教育の一環として取り入れるか、それとも、学校とは距離を置き、地域社

　　会のあり方に任せるかは、学校の考えのみならず、その地域における担い手の数や継承者

　　の意識、熱意に関わってくる。

　②伝統文化や伝統芸能の継承・普及活動は、行政的な支援や、社会教育行政の対応がなされ

　　ているかどうかで、大きな差があるように思われる。

　③また同時に、本来は地域社会の中でその継承・普及のシステムが組まれていなければなら

　　ないはずであるが、少子・高齢化の中で、困難になっている状況が分かる。したがって学

　　校が重要な位置を占めることになる。

　④伝統文化・伝統芸能が地域文化として残っているところも、その担い手が必ずしも豊かに

　　存在するわけではなく、変容せざるを得なくなっている。

　⑤地域社会と「企業体・事業体」とでは、当然のことながら、「次代の人材育成」の方式は

　　異なり、地域社会との関わりも異なる。

　最後に、お名前は記さないが、取材に応じていただいた皆様に、心より感謝申し上げる。

（執筆分担は次のとおり。原稿は、2．を岡本めぐみ、3．を鈴木愛、4．を松本桃子、5．

を小浜歌織が担当し、それ以外は山本が担当した。原稿の最終責任は山本が負う。）

註

1）菅田正昭編著　財団法人日本離島センター監修　『日本の島事典』三交社　1995

2）佐渡郡小木町　『小木町町勢要覧1997数字で見る町の姿　一統計資料編一』　1997
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3）新穂村教育委員会　『新穂村の文化財』　1994

4）江戸時代、日本海側の港を結びながら物資を運んでいた北前船と呼ばれる回船の船乗りが、酒盛りの

　　席で唄った先頭唄である。

5）慶長19年（1614年）に小木港が開港され、その後、寛永8年（1631年）頃から金銀輸送が本格化され

　　る。そして寛文12年（1672年）「河村瑞賢」よって、大阪は堺港から山形の酒田港への西回り航路が

　　開かれ、小木港が寄港地にさだめられた。そのため、来航する船舶は北港道、奥羽、北陸、山陰、山

　　陽等全国の商船が多く寄港し、多くの物資と共に町民文化も千石船によって運ばれ、小木港は佐渡第

　　一の港町になった。

6）「小木の家で飼われていた猫が変化してt’おけざ1と名乗り、唄と踊りで主人を助けた。そのおけさの

　　唄と踊りを『おけさ』と呼ぶようになった」など。

7）第10回地域活性化大賞　審査資料・アルバム「地域の伝統文化を継承し豊かな心をそだてる！！」：小

　　木おけさ子ども連　平成13年2月。100万円を受賞。うち60万円を衣装（浴衣）のデザインの依頼や

　　衣装の制作代にまわし、残金は学校で管理してもらっている。

8）受け継がれてきた伝統文化を絶やしてはいけないと、平成9年度文部省が島内の小・中学校7校を指

　　定したものである。小木小学校は小木おけさの伝承に取り組んでいる。

9）htt：www．kodo．or．°（2002・12・20）を参照。

10）世界を回る上で、根（拠点）となる場所が必要であるという理由から鼓童村がっくられることとなっ

　　た。また、芸能と職人（音大工など）はセットであるから、ともに学べる職人大学のような形を目指

　　していた（鼓童代表者の方からの聞き取り）。

11）ニューヨークタイムス紙に日本で最先端のワールドミュージックイベントと評されている

12）太鼓は伝統的な”モノ”だけれど、鼓童は佐渡の伝統芸能を継承している保存団体ではない。（鼓童代

　　表者からの聞き取り）

13）前掲ホームページ。「鼓童文化財団」研修所より。

14）選考する者が指導者でもあり、日々の稽古や作業を通してみることが選考の一番のポイントとなるこ

　　とも多いという（鼓童代表者からの聞き取り）。
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Summary

　　This　is　the　report　which　was　written　by　my　class　students　in　20010f”Seminar　in　Adult

Education”．　We　held　a　loint　inquiry　about”Ogi－OKESA’曾and’1Kodomo－ONIDAIKO”，　to　cl－

ear　the　system　of　maintaining　the　events　in　SADOGASIMA－island（2002．7，26－29）．

　　Both　traditional　and　classical　events　are　famous　annual　events，　We　interviewed　the　ad－

ults　who　play　their　part　in　classical　events．　We　have　a　concern　for　youth　activity　of　pupi－

1s　and　students（in　junior　high　school）in　community　area．　Especially，　our　questions　are，

what　is　the　system　to　maintain　and　to　familiarize　the　community　events（fork　dance　and

music　festival）for　the　young　peoples，　and　what　is　the　adults　thought　about　their　practice

of　children．

Our　report　suggests　some　points．（1）Aschool　club　activity　is　a　way　of　subsistence　of　the

traditional　and　classical　events．（2）Some　aids　from　the　local　government　is　essentiaL（3）

The　tendency　of　declining　children　brings　a　crisis　to　the　traditional　and　classical　events．

（4）And　the　decreasing　number　of　adults　who　mastered　the　music　and　dance　makes　it　ha－

rder　to　supPort　the　traditional　and　classical　events．
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